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（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（平成31年）3月9日（土）

●ＪＡＡビジネスウーマンの会３月講演会＆交流会「ニューヨークで
働く女性たちシリーズ企画第３弾：日本を騒がせる人権問題総ざらい
ここがおかしい！ ハラスメントの実態と解決への道」＝３/11（月）
19:00 ＮＹ日系人会（49 W.45th St.11Fl）参加費（軽食付、当日現
金）：＄30（一般）、＄25（JAA会員）、＄20（学生）。弁護士で国際
人権ＮＧＯヒューマンライツナウ事務局長の伊藤和子さんを迎える。
申 し 込 み は ３ 月 ８ 日 （ 金 ） ま で に Ｅ メ ー ル
event.jwb@gmail.comまで。詳細はウェブサイト
http://jwb-ny.orgを参照。●第16回「ニューヨー
ク茨城県人会」懇親会＝3/15（金）18:00〜21:00
NONONO（118 Madison Ave.) 参加費：$40（食
事＋ソフトドリンク飲み放題）、$50 (食事＋アルコール飲み放題)
2/28（木）までにＥメールiitsuka.fujirou_j01@joyobank.co.jp（飯塚
さん）に①参加の可否、②参加者の人数と全員の名前、③どの参加費
か、④遅刻の場合はおおよその到着時刻を明記して返信を。●トゥギ
ャザーフォー311「東日本大震災追悼式典」＝3/10（日）16:45〜
18:00 First Church of Christ, Scientist (10 W.68th st) 入場無料

www.facebook.com/events/201893520741130/を参照。（11面に
英語記事）●佐々木健二郎講演会「ニューヨーク名画案内」＝3/21

（木）18：30〜20：00　日本クラブ・サクラルーム（145 W. 57th
St., ５Fl) Tel: 212-581-2223 参加費：＄15（会員)、＄20（一般)  画
家で文筆家の佐々木氏がNYの美術館のコレクションから美術史上画期
的作品・画家たちを厳選し、アートがどのように変貌してきたのか、

ス ラ イ ド を 見 せ な が ら 解 説 。
www.nipponclub.org ●日本クラブ麻雀部親睦
大会＝3/22（金）17：00（夕食）、18：00（ゲ
ーム開始）日本クラブ（145 W. 57th St.) Tel:
212-581-2223 参加費（夕食つき）：＄50（会員)、

＄60（一般)。日本クラブ特製弁当を食べて半荘４回を楽しむ賭け金無
しの健康麻雀大会。優勝者には日本クラブの食事券を、２位と３位に
は高級ワインを贈呈。www.nipponclub.org ●上智大学NYソフィア
会総会＝3/26（火）18:30〜Greek Kitchen（889 10th Ave.）Tel.
212-581-4300　参加費：$30（飲み物代は各自で清算） 参加申し込み
はinfosophiany@gmail.com（担当宮嶋）へ。　

www.nyseikatsu.comで詳報

ネ
ッ
ト
小
売
大
手
ア
マ
ゾ
ン

の
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
宛

て
に
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
に
第
２
本
社
建
設

計
画
撤
回
の
再
検
討
を
求
め
る

地
元
の
経
営
者
や
建
設
業
界
、

労
働
組
合
、
政
治
家
ら
約
80
人

に
よ
る
公
開
書
簡
の
形
を
取
っ

た
意
見
広
告
が
１
日
付
け
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載

さ
れ
た
。

取
り
ま
と
め
た
の
は
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
お
よ
び

商
工
会
議
所
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高

経
営
責
任
者
）
を
務
め
る
キ
ャ

サ
リ
ー
ン
・
Ｓ
・
ワ
イ
ル
ド

氏
。
不
動
産
開
発
の
テ
ィ
シ
ュ

マ
ン
・
ス
パ
イ
ヤ
ー
の
ロ
ブ
・

ス
パ
イ
ヤ
ー
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、

マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
の
ア
ジ
ャ
パ

ル
・
シ
ン
・
バ
ン
ガ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
Ｐ
・
ゴ
ー
マ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
兼
会
長
な
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
住
む
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

が
名
を
連
ね
た
。
労
働
組
合
を

作
ら
せ
な
い
こ
と
か
ら
労
働
組

合
か
ら
の
反
発
が
強
い
ア
マ
ゾ

ン
だ
が
、
書
簡
に
は
ア
メ
リ
カ

労
働
総
同
盟
・
産
業
別
組
合
会

議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
部
の
マ
リ
オ
・
チ

レ
ン
ト
議
長
、
国
際
サ
ー
ビ
ス

従
業
員
労
働
組
合
（
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）

ロ
ー
カ
ル
32
Ｂ
Ｊ
の
ヘ
ク
ト

ル
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
会
長
を
含
む

労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
が
名
を
連

ね
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
教

員
組
合
Ｕ
Ｆ
Ｔ
の
マ
イ
ケ
ル
・

マ
ル
グ
ル
ー
組
合
長
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ナ
・
Ｍ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総

長
な
ど
の
教
育
関
係
者
も
入
っ

て
い
る
。

政
治
家
は
多
く
、
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
マ
ロ
ニ
ー
連
邦
下
院
議

員
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
12
区
選
出
、

民
主
党
）
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ミ

ー
ク
ス
下
院
議
員
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ハ
キ
ー
ム
・
ジ
ェ
フ
リ

ー
連
邦
下
院
議
員
（
同
８
区
、

民
主
党
）
、
ス
タ
ッ
テ
ン
島
の

マ
ッ
ク
・
ロ
ー
ズ
連
邦
下
院
議

員
（
11
区
、
民
主
党
）
ら
に
加

え
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
デ
ィ
ン
キ

ン
ズ
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
な

ど
も
。
こ
の
ほ
か
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
）

Ｎ
Ｙ
州
会
議
の
ヘ
イ
ゼ
ル
・
デ

ュ
ー
ク
ス
議
長
も
入
っ
て
い

る
。

公
開
書
簡
で
は
、
「
２
万
５

０
０
０
人
の
新
規
雇
用
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
５
０
０
０
人
の
正

規
雇
用
、
１
万
１
０
０
０
人
の

建
設
と
保
全
の
仕
事
、
ア
マ
ゾ

ン
社
が
州
に
も
た
ら
す
２
８
０

億
ド
ル
の
新
た
な
税
収
を
断
念

し
た
く
な
い
」
と
し
て
再
考
を

求
め
て
い
る
。

誘
致
に
あ
た
っ
て
は
デ
ブ
ラ

シ
オ
市
長
も
ク
オ
モ
州
知
事
も

熱
心
で
11
月
に
計
画
を
発
表
す

る
と
地
元
の
小
売
商
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
労
働
組
合
な
ど
の
団
体

や
地
元
選
出
の
市
議
や
州
議
員

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ
カ
シ

オ=

コ
ル
テ
ス
連
邦
下
院
議
員

（
14
区
、
民
主
党
）
な
ど
に
よ

る
猛
烈
な
反
対
に
直
面
。
こ
の

た
め
２
月
、
計
画
を
撤
回
し
た
。

ク
オ
モ
州
知
事
は
そ
の
後
も
電

話
で
ア
マ
ゾ
ン
と
連
絡
を
取
っ

て
お
り
、
ベ
ゾ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
も

数
回
電
話
で
話
し
を
し
て
い
る

こ
と
が
関
係
者
の
話
で
判
明
し

た
。こ

う
し
た
動
き
に
対
し
４
日

ま
で
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
の
公
式
発

表
は
な
い
。

ア
マ
ゾ
ン
、
カ
ム
バ
ッ
ク
！

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
に
公
開
書
簡

国連女性の地位委員会

ヒューマンライツナウ参加

毎
年
３
月
恒
例
の
国
連
女
性

の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
が

今
年
も
10
日
（
日
）
か
ら
22
日

（
金
）
ま
で
国
連
本
部
で
開
催

さ
れ
、
平
行
し
て
行
わ
れ
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

Ｃ
Ｓ
Ｗ
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
団
体
と
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
」
も
参
加
す
る
。
　

今
回
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー

ツ
界
に
お
け
る
差
別
や
性
的
暴

力
の
実
態
、
そ
れ
ら
が
許
さ
れ

て
し
ま
う
社
会
的
・
文
化
的
背

景
、
被
害
を
な
く
す
た
め
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
、
女
性

に
対
す
る
差
別
や
暴
力
を
な
く

す
必
要
性
を
討
論
す
る
。
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、
ナ
ン
シ
ー
・
ホ
グ

ス
ヘ
ッ
ド
・
マ
カ
ー
氏
（
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
水
泳
金
メ
ダ
リ
ス

ト
、
公
民
権
弁
護
士
）
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
・
セ
イ
氏
（
米
ナ
シ

ョ
ナ
ル
体
操
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
）
と
、
伊
藤
和
子
氏
（
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
事
務
局

長
。
東
京
拠
点
の
人
権
弁
護
士
）

の
３
人
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
12
日

（
火
）
午
後
６
時
15
分
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
（
２
番
街
６
３

０
番
地
）
で
開
催
。
言
語
は
英

語
。
入
場
無
料
、
要
予
約
。
入

場
希
望
者
は
氏
名
、
職
業
、
所

属
団
体
名
を
記
入
し
Ｅ
メ
ー
ル

hrn
n

y
in

fo@
gm

ail.com

ま

で
申
し
込
む
。

社
会
的
、
文
化
的
差
別

被
害
な
く
す
取
り
組
み

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
委

員
会
は
２
月
27
日
、
回
数
券

（
ペ
イ
・
パ
ー
・
ラ
イ
ド
）
の

割
引
制
度
の
廃
止
や
、
基
本
乗

車
料
金
の
値
上
げ
を
含
む
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
の
運
賃
の
見
直
し
案

を
可
決
し
た
。
４
月
21
日
か
ら

始
ま
る
新
料
金
制
度
で
は
、
１

か
月
乗
り
放
題
の
マ
ン
ス
リ
ー

カ
ー
ド
は
現
在
の
１
２
１
ド
ル

か
ら
５
％
値
上
げ
の
１
２
７
ド

ル
に
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
カ
ー
ド

は
32
ド
ル
か
ら
33
ド
ル
に
、
１

回
乗
車
券
は
２
ド
ル
75
セ
ン
ト

か
ら
変
わ
ら
な
い
。
同
時
に
ロ

ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
、
メ

ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
、
有
料
ト
ン

ネ
ル
の
値
上
げ
も
承
認
さ
れ
、

２
年
間
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ
約

４
％
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い

る
。
今
回
の
値
上
げ
は
、
度
重

な
る
修
繕
や
利
用
者
の
減
少
が

原
因
で
10
億
ド
ル
に
膨
ら
ん
だ

Ｍ
Ｔ
Ａ
の
負
債
額
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

メトロカード

また値上げ

マカー氏

セイ氏

伊藤氏

http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/
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外
国
人
に
関
す
る
特
殊
規
定

米
国
連
邦
税
法
上
、
米
国
市
民

は
常
に
居
住
者
と
し
て
課
税
さ

れ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は
居

住
身
分
の
判
定
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
居
住
者
か
非
居
住

者
か
に
よ
っ
て
使
用
す
る
確
定

申
告
の
様
式
や
申
告
身
分
、
さ

ら
に
は
課
税
対
象
と
な
る
所
得

や
控
除
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
居
住
者
と
非
居
住
者
の

両
方
の
居
住
者
身
分
を
年
中
に

有
す
る
二
重
身
分
者
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

に
対
し
て
異
な
っ
た
税
法
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
年
に
よ
っ
て
は
、

通
年
居
住
者
、
非
居
住
者
、
二

重
身
分
者
の
な
か
か
ら
最
も
条

件
の
良
い
身
分
を
選
択
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
外
国

人
に
と
っ
て
は
、
税
務
上
の
居

住
身
分
を
適
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

▽
居
住
者
の
判
定
基
準

原
則
と
し
て
、
米
国
市
民
以
外

の
外
国
人
は
次
の
ａ
ま
た
は
ｂ

に
よ
っ
て
米
国
居
住
者
か
ど
う

か
を
判
定
し
ま
す
。

ａ
　
米
国
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
）
保
持
者: 

グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
保
持
者
は
米
国
滞
在
日
数

に
関
係
な
く
居
住
者

ｂ
　
実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト:

ビ
ザ
を
保
持
す
る
外
国
人
は
、

実
際
に
米
国
に
滞
在
す
る
日
数

に
つ
い
て
実
質
的
滞
在
条
件
テ

ス
ト
を
満
た
す
と
居
住
者
（
例

外
規
定
あ
り
）

実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
と

は
、
対
象
の
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
31
日
以
上
あ
り
、
そ
の
年

の
滞
在
日
数
、
前
年
の
滞
在
日

数
の
３
分
の
１
、
お
よ
び
前
々

年
の
滞
在
日
数
の
６
分
の
１
の

合
計
が
１
８
３
日
以
上
あ
る
か

ど
う
か
で
判
定
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
２
０
１
８
年
の
８

月
１
日
か
ら
年
末
ま
で
米
国
に

い
た
方
は
18
年
の
米
国
滞
在
日

数
は
１
５
３
日
の
た
め
、
そ
れ

だ
け
を
み
る
と
18
年
は
非
居
住

者
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
が

17
年
と
16
年
に
そ
れ
ぞ
れ
60
日

ず
つ
米
国
に
滞
在
し
た
と
す
る

と
、
１
５
３
日
＋
20
日
（
17

年：

60
日
×
３
分
の
１
）
＋
10

日
（
16
年：

60
日
×
６
分
の

１
）
＝
１
８
３
日
と
な
る
た
め
、

８
月
１
日
か
ら
米
国
居
住
者
、

そ
れ
ま
で
は
非
居
住
者
の
二
重

身
分
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
か

ら
帰
国
し
た
年
も
同
様
に
こ
の

テ
ス
ト
で
判
定
し
ま
す
。

次
の
表
は
居
住
身
分
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
税
法
を
ま
と
め

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

▽
例
外
規
定

実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
次
の
２
つ
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
非

居
住
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ａ
　
特
定
の
ビ
ザ
保
持
者: 

Ａ

ビ
ザ
（
外
交
官
）
、
Ｊ
ビ
ザ

（
教
授
、
研
修
生
、
交
換
留
学

生
）
、
Ｆ
ビ
ザ
（
学
生
）
、
Ｍ
ビ

ザ
（
専
門
学
校
学
生
）
、
Ｑ
ビ

ザ
（
国
際
文
化
交
流
訪
間
者
ビ

ザ
）
を
保
持
し
て
い
る
場
合

ｂ
　C

loser
C

onnection: 

実

質
的
滞
在
条
件
の
日
数
計
算
上

は
居
住
者
と
な
る
場
合
で
も
、

対
象
と
な
る
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
１
８
３
日
未
満
で
あ
り
、

米
国
よ
り
も
む
し
ろ
外
国
と
の

経
済
上
、
生
活
上
の
関
係
が
深

く
、
仕
事
や
住
居
も1

年
を
通

じ
て
米
国
外
に
あ
る
と
い
う
場

合▽
居
住
者
選
択

実
質
的
滞
在
テ
ス
ト
で
は
居

住
者
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

特
殊
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
居
住
者
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
扶
養
税
額
控
除
を

確
定
申
告
で
申
請
す
る
た
め
に

は
、
被
扶
養
者
が
米
国
居
住
者

で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
米
国
に

来
た
初
年
度
は
、
実
質
的
滞
在

条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
次
の
４
要
件
を
満
た
せ

ば
居
住
者
と
な
る
選
択
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
　
対
象
年
の
米
国
滞
在
日
数

が
連
続
で
31
日
以
上
あ
る
こ
と

２
　
米
国
滞
在
日
数
が
、
連
続

31
日
以
上
あ
る
滞
在
期
間
の
初

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
合
計

日
数
の
75
％
以
上
で
あ
る
こ
と

３
　
米
国
入
国
年
の
翌
年
に
実

質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し
て
居

住
者
と
な
る
こ
と

４
　
米
国
入
国
年
の
前
年
度
は

通
年
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と

既
婚
者
の
方
は
、
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
た
め
に
は
夫
婦
が

共
に
米
国
の
通
年
居
住
者
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
滞
在

テ
ス
ト
で
は
非
居
住
者
や
二
重

身
分
者
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

で
も
、
通
年
居
住
者
を
選
択
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
年

居
住
者
と
な
る
と
、
実
際
に
米

国
に
い
な
か
っ
た
と
き
の
所
得

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

不
利
益
も
あ
り
ま
す
が
、
同
額

の
課
税
所
得
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
る
と
い
う

利
益
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶

者
間
の
所
得
水
準
に
偏
り
が
あ

る
場
合
は
、
通
年
居
住
者
と
し

て
夫
婦
合
算
申
告
を
行
う
こ
と

が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
ご
自
身
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
居
住
者
身
分
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通
牒

２
３
０
号
10
・
37
条
（
ａ
）
（
２
）

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た
す

た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す
べ
て
一

般
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
個

人
も
し
く
は
事
業
体
の
状
況
へ
の

適
用
を
意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る

税
法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内

容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事
中
の
見

解
や
意
見
は
著
者
個
人
の
も
の
で

あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

Ｌ

Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税

金

特

集

⑤

概
算
額
控
除
・
項
目
別
控
除

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

須
田
洋
平

日
本
企
業
の
米
国
進
出
を
先

導
し
、
数
々
の
Ｍ
＆
Ａ
を
成
功

さ
せ
た
会
計
士
、
竹
中
征
夫
氏

を
招
い
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
講
演
会

が
２
月
28
日
、
日
本
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
た
。

「
生
き
残
る
国
際
企
業
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
へ
〜
い
ま
求
め
ら

れ
る
『
躍
進
の
条
件
』
を
語
る
」

と
題
し
、
在
米
日
系
企
業
の
あ

り
方
、
経
営
者
の
心
構
え
を
を

語
っ
た
。
当
日
は
日
系
企
業
の

役
員
や
公
認
会
計
士
、
弁
護
士

な
ど
会
員
、
一
般
参
加
者
40
人

が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

竹
中
氏
は
１
９
４
２
年
、
愛

知
県
生
ま
れ
。
両
親
の
移
民
に

伴
い
15
歳
で
来
米
。
ユ
タ
州
立

大
学
会
計
学
部
卒
業
後
、
65
年

に
ピ
ー
ト
・
マ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・

ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
現
在
の
Ｋ
Ｐ
Ｍ

Ｇ
）
に
入
所
。
89
年
に
独
立
し
、

76
歳
の
現
在
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

を
拠
点
に
日
米
を
行
き
来
し
精

力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

【
講
演
要
旨
次
の
通
り
】

戦
後
日
本
は
焼
け
野
原
か
ら

復
興
し
て
経
済
成
長
を
遂
げ
た

が
そ
れ
は
輸
出
に
頼
っ
た
産
業

シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
い
た
も

の
で
、
い
ま
日
本
は
海
外
に
輸

出
で
き
る
も
の
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
私
自
身
は
、
日
本
ミ

ニ
チ
ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
が
対
米

進
出
し
た
当
時
、
米
国
議
会
で

軍
需
産
業
に
関
わ
る
製
造
品
は

米
国
で
生
産
さ
れ
た
も
の
に
限

定
す
る
と
い
う
法
律
が
通
り
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
工
場
を
買

収
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
は
巨
大
企
業

に
成
長
し
て
い
る
。
80
年
代
の

自
動
車
日
米
貿
易
摩
擦
で
も
、

ホ
ン
ダ
が
最
初
に
現
地
工
場
を

作
り
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
が
追
随

し
て
、
い
ま
は
米
国
の
自
動
車

産
業
を
日
本
車
が
追
い
抜
い
て

い
る
。
現
地
生
産
、
現
地
化
が

成
長
の
鍵
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
」
を
主

張
す
る
の
は
、
私
は
「
米
国
か

ら
の
招
待
状
」
だ
と
思
っ
て
い

る
。
第
２
の
米
国
進
出
の
絶
好

の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
日
本

企
業
が
米
国
で
成
功
す
る
た
め

に
は
３
つ
の
条
件
が
あ
る
。
ひ

と
つ
は
優
秀
な
米
国
人
を
雇
う

こ
と
。
権
限
を
与
え
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
。
第

２
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
セ

ー
ル
ス
に
力
を
入
れ
る
こ
と
。

第
３
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
、

ア
メ
リ
カ
の
市
場
を
相
手
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
す
る
こ
と
だ
。
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
日
本
人
を

相
手
に
し
た
店
は
ど
ん
ど
ん
衰

退
し
て
い
っ
て
い
る
。
逆
に
ア

メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
店
は
常
時
列
が
で
き
る
ほ
ど

繁
盛
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に

来
て
日
本
企
業
や
日
本
人
を
ビ

ジ
ネ
ス
の
対
象
に
し
て
い
て
は

大
き
な
成
長
は
見
込
め
な
い
。

日
本
企
業
が
米
国
に
進
出
し

て
拡
大
展
開
し
て
い
く
上
で
、

Ｍ
＆
Ａ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
な

く
マ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Ｍ
＆
Ａ
の
Ａ
は
、
ア
ク
ゼ
ッ
シ

ョ
ン
（
買
収
）
で
は
な
く
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
（
共
同
連
合
）
と
い

う
意
識
だ
。
従
業
員
や
顧
客
に

対
し
て
、
ま
っ
た
く
別
の
会
社

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
不

安
を
与
え
ず
、
さ
ら
に
拡
大
す

る
た
め
に
大
き
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
会
社
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

連
帯
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が

合
併
後
の
相
互
社
員
の
シ
ナ
ジ

ー
効
果
を
高
め
る
上
で
の
経
営

者
の
工
夫
と
い
え
る
。

経
営
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る

上
で
大
切
な
の
は
、
メ
ン
タ
ー

を
持
つ
こ
と
だ
。
心
底
畏
敬
の

念
を
抱
け
る
相
談
相
手
や
指
南

役
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
オ
リ

ッ
ク
ス
の
宮
内
義
彦
さ
ん
、
ウ

シ
オ
電
気
の
牛
尾
治
朗
さ
ん
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
さ
ん

ら
老
人
キ
ラ
ー
の
成
功
者
た
ち

は
み
な
、
と
て
も
素
敵
な
笑
顔

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
仕
事
を
進
め
る
上
で
は
パ

ッ
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
仕
事
に
情
熱
を

持
っ
て
前
向
き
に
行
動
す
る
）

こ
と
。
私
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
近

江
商
人
の
言
葉
に
「
三
方
良
し
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
自
分
も

よ
く
、
相
手
も
よ
く
、
そ
し
て

社
会
に
も
い
い
。
そ
れ
が
大
事

だ
。
人
生
は
学
ぶ
道
場
で
、
セ

ミ
ナ
ー
や
学
校
で
習
得
し
た
知

識
プ
ラ
ス
自
分
で
ア
ナ
ロ
グ
で

身
に
つ
け
た
「
知
恵
と
工
夫
」

こ
そ
が
一
番
大
切
だ
。

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
主
義
は
米
国
か
ら
の
招
待
状
だ
」

生き残る

国際企業の

リーダーたちへ

竹中征夫NY講演会

講演する竹中氏（２月28日、日本クラブで）

http://goldsteinvisa.com
https://www.suhakobi.com
http://jweeklyusa.com
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アメリカで、そして世界で、Measles（はしか）が大流
行しています。オレゴン州ポートランドでは、はしかの広が
りに当局が非常宣言を出すに至りました。最近、ニューヨー
ク・タイムズ紙やガーディアン紙が、このような感染症の流

行の背景にAnti-vaxxerの活動があるとする社説を掲載しました。
Anti-vaxxerとは、 Vaccination （ワクチン接種）を拒否する人たちを意味する口語

です。彼らは体に異物を入れるのは不安だとか、副作用についての製薬会社の説明は信
用できないとか、または宗教的な理由で、自分や子供の予防接種を拒否します。以前、
風疹ワクチンがAutism(自閉症)を引き起こすと主張した医師のグループがいました。
これは科学的には否定されましたが、今なお信じる人がたくさんいるのです。

WHO（世界保健機関）もAnti-vaxxerの存在が、多くの感染症の流行を抑えられな
い大きな理由の一つに上げています。

ワクチンは自分を守るだけでなく、同時に家族、同僚そして社会を守ることをもっと
広く伝えて、ワクチン反対論者の運動（ネットで目立ちます）を抑える必要があるので
はないでしょうか。　　                                      （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Anti-vaxxer ワクチン反対論者

日
本
の
相
続
税
・
贈
与
税

は
、
財
産
を
受
け
取
っ
た
相

続
人
お
よ
び
受
贈
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
遺
産
税
・

贈
与
税
は
、
日
本
と
は
逆
に

被
相
続
人
（
死
亡
者
）
・
贈

与
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
で

納
税
義
務
者
が
逆
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
相
続
人
が
日

本
に
居
住
し
、
被
相
続
人
が

米
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
日
米
両
国
で
財
産
が
課

税
の
対
象
に
な
る
こ
と
に
よ

る
二
重
課
税
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
二
重
課
税
を
排

除
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
た

の
が
日
米
相
続
税
条
約
で

す
。

米
国
税
法
上
の
非
居
住
外

国
人
が
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に

財
産
を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た

場
合
、
ア
メ
リ
カ
に
所
在
す

る
財
産
だ
け
が
連
邦
遺
産
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
米
国

国
内
法
で
非
居
住
外
国
人
に

認
め
ら
れ
る
遺
産
税
の
基
礎

控
除
の
額
は
６
万
ド
ル
で

す
。
６
万
ド
ル
は
、
米
国
市

民
・
米
国
居
住
者
に
適
用
さ

れ

る

非

課

税

遺

産

額

の

$11.18M
illion

（
２
０
１

８
年
、
約
12
億
円
）
と
比
較

し
て
著
し
く
低
い
金
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
籍
を

持
つ
非
居
住
者
に
は
日
米
相

続
税
条
約
第
４
条
に
基
づ
い

て
、
市
民
・
居
住
者
用
の
非

課
税
遺
産
額
を
適
用
す
る
特

例
計
算
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
米
国
内
遺
産
が

全
世
界
遺
産
に
占
め
る
割
合

を
市
民
・
居
住
者
に
認
め
ら

れ
て
い
る
非
課
税
遺
産
額
に

掛
け
合
わ
せ
た
金
額
を
、
非

居
住
外
国
人
の
非
課
税
遺
産

額
と
す
る
計
算
で
あ
り
、
節

税
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
）

708

【152】

米語
Watch

佐渡祭をNYで開催

新
潟
県
佐
渡
ヶ
島
に
５
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
的
な
鬼
太
鼓
、
篠
笛
、
鬼

の
舞
を
披
露
す
る
佐
渡
祭
ワ

ー
ル
ド
ツ
ア
ー
２
０
１
９
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
が
６
日

夜
、
ハ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

で
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先

駆
け
、
同
日
昼
に
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

49
丁
目
５
番
街
近
く
で
佐
渡

祭
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
鬼
太
鼓

が
披
露
さ
れ
、
昼
時
の
街
ゆ

く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が

足
を
止
め
て
聞
き
入
っ
た
。

「
佐
渡
祭
」
は
昨
年
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

を
巡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー

を
成
功
さ
せ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
演
は
２
０
１
７
年
以
来

２
度
目
。
「
鬼
太
鼓
」
は
佐
渡

に
今
も
約
１
２
６
の
団
体
が

あ
る
。
２
０
２
０
年
に
は
ド

バ
イ
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。

佐
渡
祭
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
実

行
委
員
長
の
相
田
忠
明
さ
ん

は
「
江
戸
時
代
か
ら
５
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
鬼
太
鼓
を

通
し
て
、
日
本
の
伝
統
の
和

の
文
化
を
伝
え
た
い
」
と
話

す
。

鬼
太
鼓
ビ
ル
に
響
く

市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
２

月
26
日
、
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
に
代

わ
る
非
接
触
型
の
改
札
機
を
今

春
設
置
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
新
シ
ス
テ
ム
、
通
称
Ｏ
Ｍ

Ｎ
Ｙ
（
ワ
ン
・
メ
ト
ロ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
）
で
は
、
銀
行
口
座

登
録
ま
た
は
ア
ッ
プ
ル
ペ
イ
な

ど
の
電
子
財
布
お
よ
び
決
算
サ

ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ
が
入
っ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
だ
け

で
改
札
を
通
過
で
き
る
。
今
年

５
月
に
は
、
地
下
鉄
４
、
５
、

６
番
線
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
―
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ア

べ
ニ
ュ
ー
／
バ
ー
ク
レ
ー
セ
ン

タ
ー
駅
間
の
16
駅
、
ス
タ
ッ
テ

ン
島
の
急
行
バ
ス
Ｓ
Ｉ
Ｍ
30
路

線
で
利
用
可
能
に
な
る
。
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
使
用
で

き
る
が
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
２
０
２
３

年
を
目
標
に
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
。

さ
よ
な
ら
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

23
年
ま
で
に
ス
マ
ホ
改
札
に

ハ
ン
タ
ー
大
で

文
化
交
流
公
演

日
本
の
１
０
０
円
均
一
シ
ョ

ッ
プ
「
ダ
イ
ソ
ー
」
が
８
日

（
金
）
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
（
カ
レ
ッ
ジ
・
ポ
イ
ン

ト
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
40-

24
番

地
）
に
あ
る
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
セ

ン
タ
ー
の
１
階
に
、
東
海
岸
で

同
社
初
の
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す

る
。
開
店
日
は
午
前
10
時
か
ら
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
太
鼓
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
先
着
１
０

０
人
に
買
い
物
す
る
と
ギ
フ
ト

バ
ッ
グ
が
贈
呈
さ
れ
る
。
ま
た

初
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
、

ア
イ
パ
ッ
ド
ミ
ニ
や
ア
ッ
プ
ル

ウ
ォ
ッ
チ
、
金
券
な
ど
が
当
た

る
宝
く
じ
も
用
意
さ
れ
る
。
翌

日
９
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

も
買
い
物
を
し
た
先
着
１
０
０

人
に
ギ
フ
ト
バ
ッ
ク
贈
呈
。
同

セ
ン
タ
ー
は
午
前
８
時
に
開

場
。同

店
は
米
国
で
は
西
海
岸
で

幅
広
く
展
開
、
テ
キ
サ
ス
州
に

も
店
舗
が
あ
る
が
、
東
海
岸
進

出
は
初
め
て
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

店
は
、
日
系
不
動
産
会
社
、
リ

ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
の
商
業
不
動
産

部
門
が
扱
っ
た
。
店
舗
は
４
１

０
９
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
広
さ

で
、
低
価
格
な
日
本
の
日
用
雑

貨
、
お
も
ち
ゃ
、
お
や
つ
、
家

庭
用
品
や
美
容
品
な
ど
が
置
か

れ
る
が
、
為
替
の
関
係
上
１
０

０
円
（
約
１
ド
ル
）
で
は
な
く
、

商
品
の
平
均
価
格
は
１
ド
ル
99

セ
ン
ト
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トdaisoglobal.com

を
参

照
。国

際
相
続：

日
米
相
続
税
条
約
の
効
用

ダ
イ
ソ
ー
が
Ｎ
Ｙ
進
出

日
本
の
日
用
雑
貨
、
家
庭
用
品
、
美
容
品
な
ど
販
売

鬼太鼓に足を止めて見入るニューヨーカー（６日昼、49丁目五番街近くで）

楽しい
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

https://www.elliman.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.terailaw.com
https://agents.farmers.com/ny/new-york/stewart-sytner
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
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今
回
は
Ｎ
Ｙ
州
ウ
ェ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
郡
に
あ
る
チ
ャ
パ
ク

ア
と
い
う
街
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
チ
ャ
パ
ク
ア
と
い
え
ば

ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
の
家
が

あ
る
高
級
住
宅
地
と
し
て
有
名

な
の
で
、
名
前
を
ご
存
知
の
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

20
年
以
上
前
に
は
ス
カ
ー
ス
デ

ー
ル
と
並
ん
で
日
本
人
駐
在
員

が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は

少
な
い
で
し
ょ
う
。

人
気
の
秘
密
は
第
一
に
今
も

昔
も
学
校
の
評
価
が
高
い
こ
と

で
す
。
そ
し
て
治
安
が
良
い
、

公
園
や
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

ま
で
ゆ
っ
た
り
と
電
車
で
１
時

間
以
内
、
賃
貸
物
件
の
価
格
が

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
な
ど
も
魅
力

で
す
。

同
じ
高
級
住
宅
地
で
も
ス
カ

ー
ス
デ
ー
ル
や
ラ
イ
に
は
１
０

０
万
ド
ル
以
下
の
家
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ャ
パ
ク

ア
は
60
万
ド
ル
か
ら
５
０
０
万

ド
ル
以
上
の
家
ま
で
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
の
も
魅
力
で

す
。
そ
の
た
め
か
、
教
育
熱
心

な
現
地
の
方
に
は
大
変
人
気
が

高
い
街
で
す
。

Ｎ
Ｙ
に
駐
在
と
な
る
方
々
の

間
で
ハ
リ
ソ
ン
や
イ
ー
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
の
駅
近
物
件
が
注
目

さ
れ
る
傾
向
が
近
年
顕
著
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
チ
ャ
パ
ク
ア

で
米
国
で
し
か
味
わ
え
な
い
ち

ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を

体
験
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
？

チ
ャ
パ
ク
ア
は
商
業
エ
リ
ア

の
開
発
に
も
積
極
的
で
す
。
丘

の
上
に
今
で
も
そ
の
雄
姿
を
さ

ら
す
元
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
本
社
ビ
ル
の
隣
に
現
在
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
建
設
中

で
、
既
にW

hole
F
oods

が

営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

近
隣
に
富
裕
層
が
多
い
た
め
、

定
評
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多

く
、
グ
ル
メ
の
舌
も
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

学
校
に
日
本
人
生
徒
は
あ
ま

り
多
く
な
い
の
で
、
特
に
住
み

替
え
や
２
度
目
の
駐
在
の
方
に

お
勧
め
し
た
い
街
で
す
。
手
頃

な
価
格
で
も
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ

る
よ
う
な
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
も
借

り
ら
れ
ま
す
。
（
荒
井
伸
一
／

リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク

ウ
ェ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
に
住
む
な
ら
ど
こ
が
い
い
か
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
者
に
い
ろ
い
ろ
聞
く
と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

名
前
が
あ
が
っ
て
く
る
町
の
ひ
と
つ
に
「
ラ
イ
」
が
あ
る
。

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ニ
ュ
ー

ヘ
ブ
ン
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
約
45
分
。
朝
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
通
勤

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
た
ち
が
、
綺
麗
で
清
潔
な
電
車
内
の
座

席
に
ゆ
っ
た
り
座
っ
て
静
か
に
ス
マ
ホ
に
目
を
落
と
し
て
い
る
。

駅
の
周
り
に
は
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
か
わ
い
ら
し
い
ブ
テ
ィ
ッ

ク
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
ぶ
商
店
街
が
広
が
る
。

写
真
は
、
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の
一
戸
建

て
。
２
寝
室
だ
が
、
ひ
と
つ
一
つ
の
部
屋
が
広
く
、
ま
た
ち
ょ
っ

と
し
た
デ
ン
／
勉
強
部
屋
の
よ
う
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
パ
テ
ィ
オ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
の
は
、

ま
さ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
一
軒
家
の
魅
力
で
も
あ
る
。
車
庫

も
あ
り
、
全
館
冷
暖
房
完
備
、
地
下
は
タ
イ
ル
敷
き
で
収
納
ス
ペ

ー
ス
は
十
分
。
フ
ル
バ
ス
１
つ
の
ほ
か
に
１
階
に
洗
面
所
が
あ
る
。

ア
パ
ー
ト
生
活
と
は
違
っ
た
魅
力
を
堪
能
で
き
る
。
家
賃
は
４
３

０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
秋
野
さ
ん
。

Ｅ
メ
ー
ル：

sonom
iakino@

shoenrealty.com

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で
72
階
建
て
の
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

「35H
udson

Y
ards

」
が
３
月
15
日
か
ら
発
売
さ
れ
る
。

今
秋
の
入
居
可
能
。
今
回
は
１
４
３
戸
が
売
り
に
出
さ
れ
る
。

居
住
部
分
は
上
層
階
に
あ
り
、
間
取
り
は
２
〜
６
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
、
価
格
帯
は
１
１
０
０
万
ド
ル
台
が
中
心
。
中
低
層
階

に
は
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
、
近
隣
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
グ

ル
メ
、
文
化
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
複
合
商
業
施
設
が
ま

も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
好
立
地
。
こ
の
地
区
で
最
も

高
層
の
住
居
と
な
る
。
個
性
豊
か
な
建
造
物
と
し
て
早
く
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
。

35
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
分
譲
開
始
へ

Ｎ
Ｙ
州
チ
ャ
パ
ク
ア
の
魅
力

あ
こ
が
れ
の
ラ
イ
暮
ら
し

http://kiku-ny.com
http://precious-piece.com
https://www.mtckitchen.com
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Since col-
lege I had
sought lan-
guage part-
ners to keep
up the
Japanese I
studied in
high school.
Many of the
language partners I met were Japanese
students or employees who were travel-
ing, living, studying and/or working in
New York. Sometimes friendship blos-
somed and we would meet regularly at
cafes, events or restaurants while shar-
ing each other’s languages and enjoy-
ing each other’s company. 

However, there always comes
that inevitable realization that these
Japanese nationals are temporary visi-
tors to the States. Parting with these
friends as they head back to Japan can
be bittersweet and they are dearly
missed. Akin to the fleeting beauty of
falling cherry blossoms, the weeks,
months or years they stayed in New
York go by in a flash. Thankfully there
are many ways to keep in touch, but it
doesn’t feel the same as hanging out in

person. On some occasions, you visit
them on your next trip to Japan or they
visit you again sometime after settling
back home. On the other hand, as the
city life takes its toll, distance and other
factors may cause you to lose touch. 

Regardless of whether or not
you stay in touch, there is one Japanese
idiom that carries a profound message:
 (meaning “one time, one
meeting”). Many moments in our lives
such as meeting new people only hap-
pen once, and it is precisely because
they happen once that we should cher-
ish and enjoy the moment. Even if you
meet the same person or go to the same
cafe 100 times, every one of those
moments is unique.

We can find solace in having
been given the wonderful opportunity






https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

to have met someone and befriend
them over time. The first time you met
them in a sense is the last, because you
can’t repeat a first meeting, and neither
can you repeat the second, nor the third
and so on. Treating each moment as if
it were the last might sound morbid,
but actually if we treat it as the last, we
may find ourselves putting more effort
into making it a beautiful moment and
a wonderful memory. To all the
Japanese visitors who crossed paths
with me in New York, I wish you all
the best in your lives back home!  

Donald Keene, renowned scholar of
Japanese literature, died of heart fail-
ure in Tokyo on February 24, 2019.
He was 96. He is survived by his
adopted son Seiki Keene, a shamisen
player and bunraku puppet theater nar-
rator. 
Keene was born on June 18, 1922 in

Brooklyn, New York. He entered
Columbia College at the age of sixteen
in 1938. In 1940, he happened upon a
discounted copy of Arthur Waley’s
translation of The Tale of Genji in a
Midtown bookstore and found refuge
from constant news of warfare over-
seas in the world of Murasaki
Shikibu’s 11th century classic. He
served as a translator and interpreter in
Hawaii during World War II. After the
war Keene returned to Columbia to
continue his studies and he produced a
prolific stream of translations and
scholarly studies of Japanese literature
and culture, publishing hundreds of
books in English, Japanese and several
European languages. 
Awarded for cultural merit in 1953,
Keene received a Ford Foundation fel-
lowship to study at Kyoto University.
During the two years that followed, he

began friendships with prominent
Japanese authors, including
Jun’ ichiro Tanizaki and Yukio
Mishima. 
For many years Keene divided his

time between Manhattan and Tokyo.
After the Tohoku earthquake, tsuna-
mi and nuclear disaster in March
2011, he moved to Tokyo full time,
becoming a Japanese citizen in
March of the following year. On
April 26, 2011, he gave his last lec-
ture at Columbia University. In the
lecture he said, “I want to spend the
rest of my life in Japan to express my
gratitude to this country, and we need
to know the truth of this disaster.” 

At Columbia, the Donald Keene
Center of Japanese Culture and the
Department of East Asian Languages
and Cultures will host a memorial ser-
vice in the fall of 2019. The Keene
Center has also established a scholar-
ship fund in his honor; donations can be
sent to Columbia University, 507 Kent
Hall MC 3920, 1140 Amsterdam
Avenue, New York NY 10027 or by
donating online:
https://web.giving.columbia.edu/giveon
line/index.jsp?schoolstyle=32402

For more information, please visit
www.keencenter.org.
(
)

   
      








The Sadao Watanabe Quartet will
hold concerts on Thursday, March 21,
Saturday, March 23 and Sunday, March
24 at Blue Note (131 West 3rd Street).
Performances will feature Sadao
Watanabe (saxophone), Russell Ferrante
(piano), Ben Williams (drums) and
Ittetsu Takemura (drums). There will be
two performances on each day at 8:00
p.m. and 10:30 p.m. 

Watanabe was born in 1933 in
Utsunomiya City. After graduating high
school and moving to Tokyo, he joined
many bands including Toshiko
Akiyoshi’s Cozy Quartet. Studying
abroad at the Berklee College of Music
and acquiring a unique personal jazz
style, he is active as a top Japanese
musician around the world. He also par-
ticipated as a Japanese representative for
International Jazz Day, hosted by former
United States President Barack Obama
and his wife at the White House in April
2016. The vigorous performance by this
internationally recognized lifetime play-
er is a must-see. 

Entrance fees are $30 for bar seat-
ing or $45 for table seats. Reservations
can be made at 212-475-8592. For more
information, visit
www.bluenotejazz.com/
()

Sadao Watanabe
Quartet’s Concert
at Blue Note
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Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
レ

キ
シ
ン
ト
ン
街
３
７
０
番
地
１

８
０
４
号
、
41
丁
目
）
は
、
新

小
学
１
年
生
対
象
の
４
月
ス
タ

ー
ト
ク
ラ
ス
を
開
講
す
る
。

週
１
回
（
土
曜
）
に
50
分
×

２
コ
マ
（
算
数
・
国
語
）
を
学

習
。
日
本
の
公
立
小
学
校
で
学

習
す
る
内
容
を
し
っ
か
り
と
抑

え
な
が
ら
、
塾
な
ら
で
は
の
発

展
的
な
内
容
ま
で
網
羅
す
る
。

少
人
数
制
の
た
め
、
基
礎
学
習

に
重
点
を
置
き
た
い
生
徒
や
発

展
的
な
内
容
ま
で
学
習
し
た
い

生
徒
に
対
し
て
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
。
教
材

は
日
本
の
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

教
材
を
使
用
す
る
た
め
、
１
週

間
に
１
回
の
授
業
で
ポ
イ
ン
ト

を
抑
え
る
た
め
に
は
有
効
。
欠

席
し
た
際
は
次
週
の
授
業
前
後

で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
の

で
安
心
だ
。

新
コ
ー
ス
に
対
し
て
の
説
明

会
が
16
日
（
土
）
午
後
４
時
か

ら
と
、
19
日
（
火
）
午
前
11
時

か
ら
の
２
回
、
各
１
時
間
ず
つ

実
施
。
説
明
会
で
は
実
際
使
用

す
る
教
材
を
使
い
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
授
業
展
開
を
す
る

か
、
ま
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
経

費
な
ど
も
詳
し
く
説
明
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４

６
・
６
４
９
・
３
１
０
０
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp
:/
/
z
e
-e
d
u
.c
o
m
/

n
ew
s/2019/02/14.h

tm
l

を
参
照
。

Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ

小
１
ク
ラ
ス
開
講
説
明
会

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
初
等
部
（
臼
井
治
久
校
長
）

は
２
月
22
日
、
「
６
年
生
を
送

る
会
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
日
に
向
け
初
等
部
１
年

〜
５
年
生
が
力
を
合
わ
せ
、
準

備
を
進
め
て
き
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
歌
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ゲ

ー
ム
タ
イ
ム
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
と
折
り
紙
で
作
っ
た
ブ
ー

ケ
を
準
備
し
た
。
最
後
に
６
年

生
か
ら
下
級
生
に
向
け
た
詩
が

披
露
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
に
向
け
、
１
年
間
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
そ
の
ク

ラ
ス
の
特
徴
を
よ
く
つ
か
み
、

褒
め
て
く
れ
る
６
年
生
の
詩
を

下
級
生
は
に
こ
に
こ
と
笑
顔
で

聞
い
て
い
た
。
教
室
で
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
う
れ
し
そ
う
に
眺
め

る
６
年
生
の
表
情
か
ら
、
下
級

生
の
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
伝

わ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

中
心
と
な
っ
て
準
備
を
し
て

き
た
５
年
生
の
児
童
は
、
「
初

等
部
の
み
ん
な
が
一
緒
に
準
備

を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
。
今
日

６
年
生
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
か

ら
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
で
会
を
締
め
く
く

っ
た
。
同
校
の
家
族
の
よ
う
な

絆
が
つ
く
り
だ
す
、
心
温
ま
る

会
と
な
っ
た
。

6年生を送る会
NJ日本人学校

仲間で力合わせ

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
歌
う

育
英
で
音
楽
授
業

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

小
学
部
１
年
生
か
ら
３
年
生
が

９
日
、
音
楽
の
授
業
を
行
っ
た
。

同
学
園
は
小
学
部
１
〜
６
年

生
と
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年

１
学
期
と
２
学
期
に
２
回
、
３

学
期
に
１
回
、
音
楽
の
授
業
を

設
け
て
い
る
。
９
日
は
小
学
部

３
年
生
の
授
業
で
リ
コ
ー
ダ
ー

を
行
っ
た
。
課
題
曲
は
「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」
。
子
供
た
ち
は

先
生
の
指
導
の
も
と
、
集
中
し

て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
最
初

は
上
手
く
吹
け
な
い
子
供
た
ち

も
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
少

し
ず
つ
き
れ
い
な
音
を
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
に
は
全

員
で
課
題
曲
を
吹
く
こ
と
が
で

き
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
小

学
部
１
年
生
は
２
月
23
日
、
国

語
科
の
「
も
の
の
名
ま
え
」
の

単
元
を
引
用
し
て
、
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
を
行
っ

た
。商

品
は
１
年
生

が
作
成
し
た
絵
。

お
客
は
幼
児
部
の

園
児
と
小
学
部
２

年
生
、
学
園
の
職

員
。
「
ケ
ー
キ
や
さ

ん
」
、
「
ペ
ッ
ト
や

さ
ん
」
、
「
ス
ポ
ー

ツ
や
さ
ん
」
、
「
さ

か

な

や

さ

ん

」
、

「
カ
フ
ェ
や
さ
ん
」

の
５
店
舗
が
出
店

し
た
。
物
に
は
一

つ
一
つ
名
前
が
つ

い
て
い
る
こ
と
を

学
習
す
る
の
が
目
的
で
、
体
験

型
の
学
習
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た

算
数
科
を
取
り
入
れ
、
百
円
玉

か
ら
の
お
つ
り
の
計
算
に
も
挑

戦
し
た
。
接
客
を
す
る
上
で
大

切
な
言
葉
遣
い
も
併
せ
て
学
習

し
、
友
達
と
の
会
話
で
は
使
わ

な
い
「
〜
い
た
だ
け
ま
す
か
」

「
〜
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。
学
習
の
最
後
に
、
来
て
く

れ
た
先
生
方
へ
お
礼
の
手
紙
を

書
く
「
手
紙
づ
く
り
」
も
行
っ

た
。子

供
た
ち
は
お
店
屋
さ
ん
ご

っ
こ
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
、
お
つ

り
の
計
算
方
法
を
学
ん
だ
。

お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

文
教
大
生
と
交
流
会

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
児
童

文
教
大
学
国
際
理
解
学
科
の

学
生
４
人
が
２
日
、
リ
セ
・
ケ

ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
（
石
塚
義

昭
校
長
）
を
訪
問
し
た
。

３
年
前
か
ら
毎
年
続
い
て
い

る
交
流
行
事
で
、
今
年
は
大
学

生
が
２
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
小

学
３
年
生
と
４
年
生
の
国
語
の

授
業
を
１
時
間
訪
問
し
、
互
い

の
社
会
や
生
活
環
境
に
関
し
て

活
発
に
情
報
を
交
換
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
の
「
今
、
日

本
で
流
行
っ
て
い
る
服
や
髪
型

は
？
」
と
い
う
質
問
に
、
大
学

生
は
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
説
明

し
た
り
、
「
（
日
本
の
）
学
校
の

校
庭
で
は
皆
、
何
を
し
て
い
る

ん
で
す
か
」
と
い
う
素
朴
な
質

問
に
面
喰
っ
た
り
な
ど
し
て
い

た
。
子
供
た
ち
か
ら
矢
継
ぎ
早

に
質
問
を
受
け
た
後
は
、
「
竹

の
子
ニ
ョ
ッ
キ
」
や
「
は
な
い

ち
も
ん
め
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

し
て
遊
び
教
室
は
熱
気
と
笑
い

声
に
包
ま
れ
た
。
交
流
後
、
同

大
２
年
の
淺
田
結
菜
さ
ん
は

「
と
に
か
く
元
気
だ
っ
た
。
日

本
人
に
も
あ
の
活
発
さ
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
」
と
、
積
極
的
な

子
供
た
ち
に
驚
い
て
い
た
。

NY育英でスケート教室
アイスハウス１面借り切り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
全

日
制
部
門
小
学
部
は
、
冬
の
恒

例
行
事
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
行

っ
た
。
各
国
の
代
表
選
手
が
練

習
に
使
う
Ｎ
Ｊ
州
ハ
ッ
ケ
ン
サ

ッ
ク
「
ア
イ
ス
ハ
ウ
ス
」
の
リ

ン
ク
を
一
面
借
り
切
り
、
１
月

の
始
業
当
初
か
ら
２
月
中
旬
に

か
け
て
全
５
回
実
施
し
て
い

る
。
元
ロ
シ
ア
代
表
で
プ
ロ
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
の
ア
ナ

先
生
が
指
導
し
、
子
供
た
ち
は

み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
て
い

っ
た
。
１
月
17
日
の
第
２
回
目

の
教
室
は
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と

し
て
一
般
に
も
公
開
し
た
。
ま

た
、
「
親
子
ス
ケ
ー
ト
」
の
時

間
を
設
け
て
、
保
護
者
も
子
供

た
ち
と
と
も
に
ア
ナ
先
生
の
指

導
の
も
と
で
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し

ん
だ
。

ス
ケ
ー
ト
靴
を
履
い
た
の
今

回
が
初
め
て
と
い
う
、
リ
ン
ク

に
入
っ
た
と
同
時
に
怖
く
て
壁

に
し
が
み
つ
い
て
い
た
子
供
で

も
、
ア
ナ
先
生
の
指
導
で
開
始

か
ら
10
分
も
す
る
と
次
第
に
壁

か
ら
手
が
離
れ
始
め
、
壁
を
つ

か
わ
ず
自
分
で
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
転
ん
で
も
転
ん
で

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
っ
て
い

た
子
供
た
ち
は
、
後
ろ
滑
り
や

片
足
滑
り
の
難
し
い
技
に
も
挑

戦
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
、
で
き
る
こ
と

の
喜
び
を
体
感
し
て
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

日
本
の
テ
ー
マ
は
、
「
地
方

創
生
」
。
そ
の
な
か
で
ど
ん
な

人
材
が
必
要
か
と
い
う
話
に
な

る
。
そ
し
て
、
今
、
必
要
と
さ

れ
て
い
る
人
材
は
、
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
」

「
柔
軟
な
発
想
が
で
き
る
人
」

「
未
来
を
予
測
し
て
逆
山
で
き

る
人
」
と
な
る
。
で
も
人
を
集

め
た
か
ら
う
ま
く
行
く
わ
け
で

も
な
い
。
こ
こ
で
も
っ
と
必
要

な
人
材
は
、
「
垣
根
を
払
っ
て
、

こ
れ
ら
の
人
を
活
か
せ
る
人
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
ま
で

の
縦
割
り
で
な
く
、
い
ろ
ん
な

人
を
巻
き
込
ん
で
新
し
い
価
値

を
生
み
出
し
て
、
み
ん
な
と
行

動
で
き
る
人
が
求
め
ら
れ
る
。

わ
た
し
自
身
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
メ
ン
バ
ー
や
講
師
メ
ン
バ

ー
に
は
、
「
巻
き
込
み
型
の
リ

ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
が
必
要
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
て
い
る
。

毎
年
、
少
子
高
齢
化
で
40
万

の
人
が
減
っ
て
い
る
日
本
。
数

年
経
つ
と
、
ま
す
ま
す
加
速
し

て
年
間
１
０
０
万
人
が
減
る
よ

う
に
な
る
。
そ
こ
に
移
民
の
問

題
、
医
療
費
の
問
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
を

ぐ
ち
ぐ
ち
言
っ
て
い
て
も
何
も

始
ま
ら
な
い
。
「
農
業
の
無
人

化
が
で
き
な
い
か
」
。
「
外
国
の

人
や
障
が
い
を
持
っ
た
人
を
活

か
せ
る
町
に
す
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
」
。
そ
ん
な
未

来
を
想
像
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
し

て
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
人
や

技
術
が
必
要
か
を
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
引
っ
張
っ
て
来

れ
る
人
が
必
要
。
そ
ん
な
人
づ

く
り
が
大
切
。
そ
れ
で
も
、
人

づ
く
り
は
、
今
日
、
明
日
で
で

き
な
い
。
10
年
後
を
見
据
え
て
、

と
に
か
く
、
感
じ
て
、
動
い
て
、

興
味
を
持
つ
ひ
と
づ
く
り
か
ら

始
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め

に
ど
う
す
る
か
。
ど
ん
な
知
識

や
教
養
を
持
っ
て
も
ら
う
か
。

日
々
、
試
行
錯
誤
す
る
毎
日
を

送
っ
て
い
る
。
未
来
は
明
る
い

と
信
じ
て
。

お
お
た
に
・
ゆ
り
こ：

１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題
に
。

著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」
「
は
じ
め
て

講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中

経
出
版
）」
な
ど
多
数
。

225

「
地
方
創
生
の
人
づ
く
り
」

http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
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●

幼
児
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

●

中
学
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
33
回
春
期
課
題
、
第
１
回
目
の
選
考

作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間

最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団

体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は

、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.nyseikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募

要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

現在発表になっている第33回

春期課題の第２次応募締め切り

は４月４日（木）です。選考作品の

発表は４月13日号となります。

引き続き作品を募集します。　

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

学
習
塾
エ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

●

高
校
・
一
般
の
部

学
習
塾
エ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

小
山
書
道
教
室

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
33
回
春
期
課
題
選
考
作
品
発
表（
１
）

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ラ
ム
ゼ
イ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

https://www.zebrapen.com/
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今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

一瞬

sec

①
知
性
や
認
知
力
、
健
康
面
の

明
確
な
要
因
が
見
つ
か
ら
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
学
び
の
能
力
に
問

題
が
見
ら
れ
る
。
②
教
師
や
級
友

と
の
間
に
友
好
的
な
対
人
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
③
特
に

ス
ト
レ
ス
の
な
い
よ
う
な
普
段
の

生
活
の
中
で
も
、
不
適
切
な
行
動

（
喧
嘩
、
破
壊
行
為
）
や
感
情

（
怒
り
、
悲
し
み
）
を
頻
繁
に
呈

す
る
。
④
日
常
生
活
全
般
に
対
し
、

強
い
不
満
や
気
持
ち
の
落
ち
込
み

を
感
じ
て
い
る
。
⑤
個
人
的
ま
た

は
学
校
に
関
す
る
事
柄
に
身
体
的

症
状
（
お
腹
が
痛
く
な
る
、
急
に

涙
が
出
る
、
な
ど
）
を
示
す
こ
と

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た

場
合
は
、
「
情
緒
・
感
情
障
害

(E
m

otion
al

D
isturban

ce：

Ｅ
Ｄ)

」
と
診
断
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｄ
に
は
、
不
安

障
害
、
双
極
性
障
害
、
摂
食
障
害
、

強
迫
性
障
害
、
行
為
障
害
が
含
ま

れ
ま
す
。
病
理
的
分
類
と
し
て
は

統
合
失
調
症
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

Ｅ
Ｄ
を
持
つ
子
ど
も
に
は
幻
聴
、

幻
覚
な
ど
、
精
神
疾
患
的
な
症
状

を
呈
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的

に
言
う
「
情
緒
不
安
定
」
や
「
社

会
不
適
応
」
は
個
人
が
置
か
れ
て

い
る
状
態
を
表
し
て
用
い
ら
れ
る

も
の
で
、
必
ず
し
も
Ｅ
Ｄ
の
診
断

対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
に
は
個
別
障
害
者
教

育
法
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
と
い
う
連
邦

法
が
あ
り
、
Ｅ
Ｄ
を
は
じ
め
と
す

る
13
の
障
害
を
持
つ
子
ど
も
に
、

特
別
支
援
を
受
け
る
資
格
を
与
え

て

い

ま

す

（

3
4

 
C

F
R

3
0

0
.8

(c)(6

）
。
Ｅ
Ｄ
は
他
に
、

seriou
s

em
otion

al
distu

r-
b

an
ce

（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
ま
た
は

em
otion

al
behavioral

dis-
ability

(

Ｅ
Ｂ
Ｄ
）
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
に

よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｄ
の
定
義
は
記
事
の

最
初
に
述
べ
た
５
つ
の
症
状
の
う

ち
１
つ
以
上
が
長
期
に
わ
た
り
表

れ
、
子
ど
も
の
教
育
的
能
力
（
学

力
や
対
人
関
係
力
な
ど
学
校
生
活

を
首
尾
よ
く
送
る
た
め
に
必
要
な

能
力
）
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と

あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も

は
、
教
室
内
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校

以
外
の
場
所
で
も
支
援
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
施
す
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
か
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
そ
れ
ら
の
症

状
が
よ
り
表
れ
や
す
い
か
を
認
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

場
合
は
、
個
別
に
設
定
さ
れ
た
指

導
法(S

pecially
D

esig
n

ed
Instruction

）
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
休
み
時
間

な
ど
、
教
師
の
目
が
行
き
届
き
に

く
い
場
面
で
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
学
力
へ
の
影
響
が

強
い
場
合
は
、
算
数
や
英
語
な
ど

特
定
の
教
科
へ
の
学
習
支
援
も
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
適
切
な
診
断
が
得
ら

れ
な
い
子
ど
も
は
単
な
る
「
問
題

児
」
と
み
な
さ
れ
、
教
師
や
級
友

か
ら
も
疎
ま
れ
る
存
在
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
厳
重
に
注
意
さ

れ
た
り
、
時
に
は
停
学
や
退
学
な

ど
の
処
罰
を
受
け
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
か
ら
目
を

つ
け
ら
れ
れ
ば
他
の
生
徒
も
関
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
距
離
を

置
く
の
で
、
学
校
内
で
は
よ
り
孤

立
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
周
り
の

人
間
か
ら
認
め
ら
れ
ず
虐
げ
ら
れ

続
け
れ
ば
、
誰
だ
っ
て
自
尊
心
が

傷
つ
き
自
暴
自
棄
に
な
る
も
の
で

す
。
理
不
尽
な
懲
罰
を
受
け
て
き

た
子
ど
も
は
、
学
校
を
中
退
し
た

り
、
犯
罪
に
手
を
染
め
た
り
す
る

リ
ク
ス
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
早
い
段
階
で

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
不
幸
な
未
然
に
防
げ

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

子
ど
も
が
時
に
ケ
ン
カ
を
し
た

り
、
癇
癪
（
か
ん
し
ゃ
く
）
を
起

こ
し
た
り
、
意
味
も
な
く
機
嫌
が

悪
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
時
的
に
情
緒
不
安
定
に
な
っ
て

い
る
だ
け
な
の
か
、
根
底
に
Ｅ
Ｄ

と
い
う
障
害
が
あ
る
の
か
は
専
門

家
に
査
定
し
て
も
ら
わ
な
い
と
分

か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の

情
緒
や
感
情
面
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
か
か
り
つ
け

の
小
児
科
医
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｄ
の
診
断
を

受
け
た
場
合
は
学
校
側
に
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
よ
う
申
し
立
て

を
す
る
こ
と
を
強
く
お
薦
め
し
ま

す
。●バイリンガルのスピーチセラピー　　

に関する問い合わせ

寺子屋rh

Rieko Hatakeyama, M.S., CCC-SLP

terakoyarh@gmail.com

http://terakoyarh.wixsite.com/home

【解説】secは口語で、 second （秒）の略です。「一瞬、ほんのちょっとの間」という意味で
す。例文は、Just a second.のことです。Wait a second. の代わりに、Wait a sec. とも言い
ます。よく使われますが、軽い感じに聞こえます。「ちょっと待って」はほかに、おなじみの
Just a minutes./ Wait a minute.などがあります。

スピーチ・パソロジスト／言語療法士

（ニューヨーク、マサチューセッツ、ペンシルベニア州）

畠山利恵子相談員（M.S.,CCC-SLP）

情緒・感情障害

(Emotional Disturbance)とは

Just a sec.

ちょっと待って。

https://japaneseschool.org
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僕
は
何
を
や
っ
て
も
時
間
が

か
か
る
と
家
族
に
責
め
ら
れ
て

し
ま
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
僕

は
「
時
間
泥
棒
」
な
ん
だ
ろ
う

か
。
家
に
い
る
時
の
僕
の
動
き

は
鈍
い
の
だ
。
夕
食
は
、
い
つ

も
食
べ
終
え
る
の
が
最
後
で
、

50
分
は
ゆ
う
に
か
か
る
。
風
呂

も
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
の
時
で
も
長

い
。
言
い
訳
を
す
る
な
ら
、
夕

食
や
風
呂
の
時
間
は
味
わ
い
な

が
ら
過
ご
し
て
い
る
の
だ
。
さ

ら
に
、
僕
は
、
６
年
間
ほ
ぼ
毎

日
の
よ
う
に
プ
ー
ル
で
泳
い
で

い
る
。
こ
れ
も
僕
に
と
っ
て
生

活
の
一
部
で
あ
り
、
大
切
な
時

間
で
あ
る
。

あ
る
日
、
や
る
べ
き
宿
題
が

全
く
は
か
ど
ら
ず
、
水
泳
の
練

習
時
間
が
差
し
迫
っ
て
い
た
。

そ
の
時
家
の
扉
が
開
い
た
気
が

し
た
。
も
う
５
時
45
分
だ
。
僕

は
焦
っ
た
。
練
習
が
６
時
15
分

か
ら
な
の
で
15
分
前
に
は
家
を

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

「
皓
介
、
プ
ー
ル
行
け
る
か
。
」

と
い
う
父
の
声
が
聞
こ
え
た
。

仕
事
を
切
り
上
げ
、
僕
を
プ
ー

ル
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
る
の

だ
。
と
こ
ろ
が
僕
は
、
宿
題
が

終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ば
れ

た
ら
嫌
だ
と
思
い
「
あ
と
も
う

ち
ょ
っ
と
」
と
う
そ
を
つ
い
た
。

父
が
階
段
を
上
が
る
音
を
聞
い

て
焦
り
、
前
よ
り
２
倍
の
速
さ

で
脳
が
回
転
し
始
め
た
。
だ
が

遅
か
っ
た
。
僕
は
こ
っ
ぴ
ど
く

叱
ら
れ
泣
き
な
が
ら
宿
題
を
す

る
は
め
と
な
っ
た
。
30
分
ぐ
ら

い
か
か
り
、
も
う
練
習
が
始
ま

っ
て
い
る
頃
だ
っ
た
。
今
か
ら

急
い
で
準
備
を
し
な
い
と
い
け

な
い
と
は
思
っ
て
い
た
の
に
、

僕
は
走
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
の

間
に
か
父
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
す
る

と
、
「
も
う
出
る
ぞ
。
」
と
怒
っ

て
い
る
声
が
聞
こ
え
た
。
窓
の

外
を
見
る
と
、
父
が
車
に
乗
り

込
む
姿
が
見
え
た
。
僕
は
、
タ

オ
ル
と
水
着
と
ゴ
ー
グ
ル
を
素

早
く
手
に
取
り
、
カ
バ
ン
に
詰

め
込
み
、
車
へ
駆
け
付
け
た
。

し
ば
ら
く
車
の
中
は
静
か
だ
っ

た
。「

時
間
泥
棒
っ
て
知
っ
て
い

る
か
。
君
は
そ
れ
だ
。
」
と
父

が
言
っ
た
。
僕
に
と
っ
て
「
時

間
泥
棒
」
と
い
う
言
葉
は
衝
撃

的
だ
っ
た
。
ま
さ
か
、
自
分
が

「
時
間
泥
棒
」
と
言
わ
れ
る
な

ん
て
。

ミ
ハ
イ
ル
・
エ
ン
デ
の
「
モ

モ
」
と
い
う
本
の
中
に
、
「
時

間
泥
棒
」
が
出
て
く
る
。
こ
こ

に
出
て
き
た
灰
色
の
男
た
ち

は
、
人
々
が
節
約
し
て
貯
め
た

時
間
を
奪
い
、
世
界
を
支
配
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
も
し
僕
が

自
分
の
大
切
な
時
間
を
奪
わ
れ

た
ら
、
怒
り
狂
う
か
意
気
消
沈

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
モ
モ
の

よ
う
に
取
り
返
し
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
僕
は
、

自
分
自
身
が
灰
色
の
男
だ
と
言

わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

僕
は
、
今
ま
で
自
分
は
自
分
の

時
間
を
使
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
実
は

人
か
ら
奪
っ
た
時
間
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思

う
と
、
心
に
ト
ゲ
が
刺
さ
っ
た

よ
う
だ
っ
た
。

時
は
金
な
り
と
言
う
が
、
時

間
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
分
の
時
間
を
効
率
よ

く
使
う
だ
け
で
な
く
、
人
の
時

間
を
無
駄
に
泥
棒
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
決

心
し
た
。

（
滞
米
３
年
）

私
の
将
来
の
夢
は
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
仕
事
に
就
く
こ
と
で

す
。
私
が
こ
の
よ
う
に
思
う
理

由
は
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
、

大
舞
台
を
支
え
る
「
裏
方
」
の

存
在
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

小
さ
い
頃
は
、
単
に
テ
レ
ビ

画
面
に
映
っ
て
い
る
選
手
だ
け

を
観
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
自
身
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

中
で
、
裏
方
と
し
て
働
い
て
い

る
人
の
存
在
を
知
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
、
審

判
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る

人
、
筋
肉
の
動
き
を
研
究
す
る

人
…
。
観
客
を
魅
了
す
る
選
手

の
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
レ
イ
は
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
支
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
仕
事
に
携

わ
る
人
達
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
よ
う
に
世
間
か
ら
大
き
な
注

目
を
浴
び
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
仕
事
に
誇
り
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で

知
り
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
野
球
が
好
き
で
、
小
学

二
年
生
か
ら
現
在
ま
で
ず
っ
と

練
習
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
プ
レ
イ
す
る

人
、
つ
ま
り
、
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
ベ

ス
ト
で
す
し
、
私
も
そ
の
夢
を

あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
す
で
に
進
学
す
る

高
校
が
決
ま
っ
て
お
り
、
寮
に

入
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
流
の
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
夢
の

た
め
に
、
こ
の
高
校
を
選
択
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
選
手

に
な
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私

は
十
分
承
知
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
。
も
し
、
プ
ロ
に
な
る
と

い
う
一
握
り
の
可
能
性
を
掴
め

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
過

程
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

一
流
の
「
裏
方
」
と
し
て
、
選

手
を
支
え
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も

の
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
今
後
、
進
学
を
希
望
し
て

い
る
大
学
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
」
が
あ
り
ま
す
。
筋
骨
の

動
き
を
調
べ
、
効
率
的
な
動
か

し
方
を
研
究
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
科
学
だ
け
で
な
く
、

医
学
、
教
育
、
経
営
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
様
々
な
分
野

を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
向
上

に
努
め
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
そ

の
も
の
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
を

常
に
も
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
選
手
と
し
て
、
あ
る
い
は

ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
開
発
者
と
し

て
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
ス
ポ
ー
ツ
界
を
あ
っ
と
驚

か
せ
る
よ
う
な
大
き
な
こ
と
を

成
し
遂
げ
た
い
で
す
。

（
滞
米
２
年
５
か
月
）

親
切
な
こ
と
と
い
う
の
は
ど

ん
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

親
切
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
ら
は

じ
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

親
切
と
い
う
の
は
本
当
に
小

さ
な
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
毎
日
の
あ
い
さ
つ

や
は
げ
ま
し
の
言
葉
な
ど
の
小

さ
な
こ
と
で
も
親
切
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

て
い
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
て
悪
い
気
持
ち
に
な
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

は
げ
ま
し
の
言
葉
を
言
わ
れ
て

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
お
う
え
ん

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
思
う

と
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
は
げ
ま
し

の
言
葉
は
自
分
に
勇
気
を
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
も
う
だ
め
だ

と
思
っ
た
時
も
は
げ
ま
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
が
ん
ば
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん

か
。こ

れ
は
私
が
昼
休
み
に
会
っ

た
男
の
子
と
の
話
で
す
。
そ
の

男
の
子
は
ほ
習
校
に
初
め
て
来

た
男
の
子
で
ク
ラ
ス
へ
の
道
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
初
め
て
ほ
習
校
に
来

た
時
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

あ
の
時
の
私
と
同
じ
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
私
が
ど
こ
に
ク
ラ

ス
が
あ
る
か
知
っ
て
い
る
二
年

生
だ
っ
た
の
で
、
道
を
教
え
て

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

助
け
て
あ
げ
ら
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

私
の
現
地
校
の
ク
ラ
ス
で
も

め
ご
と
が
あ
っ
た
時
に
先
生
は

私
た
ち
に
言
い
ま
し
た
。
「
世

界
中
に
い
る
み
ん
な
を
好
き
で

い
る
必
要
は
な
い
。
み
ん
な
が

み
ん
な
を
好
き
で
い
な
く
て

も
、
お
た
が
い
に
助
け
合
っ
て

親
切
に
し
よ
う
。
」

こ
の
言
葉
は
心
に
残
り
ま
し

た
。
こ
う
言
わ
れ
た
こ
と
を
こ

の
作
文
に
書
こ
う
と
思
っ
た
理

由
は
、
こ
れ
は
親
切
に
関
す
る

大
事
な
言
葉
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

親
切
に
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
世
界
中
の
み
ん
な

が
お
た
が
い
に
親
切
に
す
る
世

界
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

（
滞
米
２
年
６
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月よ

り郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードし

て頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送

された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望

の方は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

「
将
来
の
夢
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

伊
藤
　
優
平

ぼ
く
の
ね
こ
の
名
ま
え
は

ビ
ン
セ
ン
ト
で
す
。
オ
ス
で

十
一
さ
い
で
す
。
す
き
な
た

べ
も
の
は
メ
ロ
ン
と
、
と
う

も
ろ
こ
し
と
ア
ボ
カ
ド
で

す
。で

も
、
一
ば
ん
す
き
な
も

の
は
マ
タ
タ
ビ
で
す
。
マ
タ

タ
ビ
の
入
っ
て
い
る
い
れ
も

の
を
も
っ
て
く
る
と
、
も
の

す
ご
い
こ
え
で
な
き
ま
す
。

そ
し
て
、
く
る
っ
た
よ
う
に

ペ
ロ
ペ
ロ
な
め
ま
す
。
い
つ

も
、
ち
ょ
っ
と
し
か
あ
げ
ま

せ
ん
。

ビ
ン
セ
ン
ト
の
一
ば
ん
す

き
な
人
は
ぼ
く
の
お
か
あ
さ

ん
で
す
。
い
つ
も
お
か
あ
さ

ん
の
ひ
ざ
に
す
わ
っ
て
い
ま

す
。
お
か
あ
さ
ん
が
い
そ
が

し
い
と
き
は
、
ぼ
く
の
上
に

の
っ
て
き
ま
す
。
な
ぜ
か
、

お
と
う
さ
ん
の
こ
と
は
す
き

じ
ゃ
な
い
み
た
い
で
す
。

ビ
ン
セ
ン
ト
は
、
ぼ
く
の

だ
い
じ
な
き
ょ
う
だ
い
で

す
。

（
滞
米
９
年
）

「時間泥棒」
ニュージャージー州プリンストン日本語補習校小６

藤井　皓介

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「
ね
こ
の
ビ
ン
セ
ン
ト
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
小
４

ウ
ィ
ン
　
ア
テ
ィ
ク
ス

「
小
さ
な
親
切
」

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

尾
田
　
愛
実

http://www.fly-ana.com/
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https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.nicovideo.jp/watch/sm5806879
https://youtu.be/mLQarS8ZsLA
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